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「食はいのち」の理念に沿って
~新しいスタートを切るスタッフの皆さまへ~
小西すず
「食はいのち」、これは「いきいき栄養学講座」の生みの親である楠智一先生
が当講座の理念として掲げられたものである。この言葉には食物への限りない
信頼が込められている。「食べ物が人間の命を支えてくれている。食べ物への
感謝を忘れない食べ方をしようj という思いである。
肥満指導というと、ともすれぱ食べ物を禁止したり制限したりといったネカ
ティブなイメージが伴うが、「食はいのち」は極めてポジティブな理念であり、
その理念からスタートした事が「いきいき栄養学講座」の大きな4討技だったと
思う。
バランス型紙もその理念の上に作られている。たんは゜く系食品、野菜、果物
いも、穀類、油、すべての食品を肯定し、「しっかり食べてきれいに痩せる」
ことを目指す。
正直なところ、バランス型紙を考案した当初、私は肉やご飯や油に関して、
少々ビクビクしながら摂取を奨めていたところがあった。しかし20年の積み重
ねの中で、850名の受講生達は、肉もご飯も袖も「私たちの健康に欠かせない
大切な食品」であることを教えてくれ、「不足」すると、きれいに減量できな
いことを実証してくれた。
油抜きダイエットで皮膚がカサカサだった人たちが、バランス型紙にそって
適量の油を摂り、皮眉の状態を改善していく様は、「食品はすべて人に良い物」
の思いを強めてくれた。
食物の持つ力の素暗らしさを目の当たりに示して教えてくれた受講生たちに
感謝したい。バランス型紙に沿って多様な食品を「適量」ずつ食べる生活は、5ケ
月で平均5kgの減量を確かにするとともに、めざましい愁訴の改善に繋がった。
腰痛、膝痛、息、切れや動怪の解消といった一般的に言われてぃる改善だけでな
く、爪が割れなくなった、肌年齢が若返った、肩こりがなくなった、吐き気が
2
治まった、朝の目覚が快適に
なった、昼間の眠気がなくなっ
た、やる気が出てきて毎日が楽
QOLの向上には目を見張るも
のがあった。食事が変われはソ＼
生が変わる。減呈教育とは体重
は n咸らし」つつも、人生の歓
ぴをル曽やす」営みなのだと実
感し続けた20年間だった。
"食物"という字をよく見るとー・1
受講生の一人一人が様々なかたちで人間の素晴らしさを見せてくれた。
最初のうちは体重がはかぱかしぐ減らなかった人が、それでもバランス型紙
を信じて努力してくれた結果、体重が動き出し、「血圧も下がって主治医から
褒められました」などと報告してくれる時は殊の夕叔喜しかった。また、当講座
に懐疑的で心を開いてくれなかった受講生が、クラスメートたちの感化を受け
てバランス型紙を実践するようになり、笑顔で修了式を迎えてくれたときなど
は、食物を信じ、受講生を信じてよかったとしみじみ思うのであった。
良きスタッフに恵まれ、スタッフを信頼して仕事が出来たことは何よりも大
きな幸せであった。シークエンスに沿って講座を進めていれば、ちゃんと昼食
会の準備ができて、美味しいバランスメニューが登場する。それを食べれぱ受
講生は闇違いなく笑顔になり、やる気を起こしてくれる。「いきいき栄養学講座」
の昼食会は受講生もスタッフもみんなを幸せにしてくれる隠蹴去の食卓」であっ
た。
その昼食会を20年闇支えてくださった鈴木秋子先生が中心になって、新体制
がスタートする。問違いなく受講生の幸せに繋がる講座になると信じている。
食物を信じ、受講生を信じ、スタッフの連帯を信じて、胸を張って401明をス
タートして頂きたい。
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